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青
山

曹
岩籾L

処
源

緑
樹
深
し
　
人
々
耳
を
傾
け
　
鶴
声
を
聞
く

古
竹
老
禍
岳
　
回

左
は
七
言
二
旬
の
原
文
。

作
者
は
日
国
の
南
画
人
平
野
五
岳
。

多
彩
密
画
か
ら
見
て
、

若
く
意
欲
的
な
作
品
と
推
察
さ
れ
る
。

写
真

出
杉
山
　
謙

発 行 姻 法人亀陽文庫 能 古 博 物 館 〒81 9福 岡市西区能古5 2 2 2 a ( 0 9 2 ) 8 8 3 2 8 8 7



北
筑
亀
井
豆
元
鳳
甫
著

『
峰

山

口

記

巻
上
』

使
用
本
は
亀
井
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陽
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訓
読
　
庄
　
野

平成 9年 1月31日 修 )能 古 博 物 館 だ よ り

昭
陽
の
峰
山
勤
番
は
、

本
誌
前
号
に
詳
述
し
た
文
化
六

（
一
八
①
九
）
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
藩
領

の
中
央
部
に

位
置
す
る
鞍
手
郡

「
六
カ
岳
」
に
十
日
間
の
峰
火
台
勤
務

を
終
え
て
即
日
九
月
三
日
帰
宅
。

ら
ず
。

皆
曰
く

「
こ
れ
官
人
の
尤
も
阻
た

る
も
の
な
り
」
と
。

鎗
架
も
な
し
、
こ
れ

を
梁
上
に
横
た
ふ
。

杏
花
村
を
問
え
ば
、

甚
だ
遥
か
な
り
。

平
安
、

火
も
姫
か
れ
ず
。

間
人
間
職
こ

の
間
地
に
即
き
、
ま
た
甚
だ
間
な
り
。

夜

に
迫
り
、

骸
腱
、

林
を
鼓
し
、

詩
以
て
自

ら
遣
る
。

「
日
落
ち
て
雲
火

の
如
く
、

風

驚
い
て
山
移
ら
ん
と
欲
す
。

峰
火
殊
に
意

に
適
ふ
、

児
女
よ
、

傷
悲
す
る
な
か
れ
」

と
。

初
更
、

昏
寝
す
。

寝
む
れ
ば
、

即
ち

燈
消
ゆ
。

撲
中
の
火
付
石
を
探
り
、

鑽
り

て
こ
れ
を
点
ず
。

姻
車
を
吸
い
て
鬱
を
吐

く
。

答
を
出
づ
れ
ば
、

月
懸
る
こ
と
半
壁
、

天
回
青
の
如
し
、

峻
嶺
、

頂
き
を
圧
し
、

隋
山
脚
を
伏
す
、

気
色
、

凄
壮
た
り
。

二
十

一
日
。

独
り
起
き
、

形
勝
を
廻
謄

す
。

両
山
、

南
北
に
屏
立
し
、

東
西
に
相

抱
く
。

（中
略
）
下
午
、

新
平
揮
酒
を
湯

め
、
こ
れ
を
進
め
て
曰
く
、

「
甲
長
六
次

の
献
ず
る
所
な
り
」
と
。

色
、

泥
の
如
く

に
し
て
利
く
、

緑
膜
浮
動
せ
り
。
こ
れ
を

詰
れ
ば
、

曰
く

「躯
衣
と
」
。

あ
あ
、

た

だ
酒
の
み
は
、

白
衣
も
の
貴
し
。

部
な
る

か
な
、

酒
錯
に
盛
ら
ず
し
て
肉
鍋
に
注
ぎ

温
む
る
に
堅
炭
を
以
て
せ
ず
、

松
笠
も
て

す
。

余
、

渇
し
た
り
と
難
も
、

心
に
こ
れ

を
悪
む
。

瞑
目
し
て
こ
れ
を
呑
む
。

味
は

そ
の
色
に
勝
れ
り
、

予
曰
く

「
あ
ゝ
、
こ

れ
酒
中
の
瞭
蔑
な
り
」
と
。

又
、

瞑
目
し
て
こ
れ
を
呑
む
。

同
幕
み

な
趣
を
解
せ
ず
。

再
酌
し
て
興
尽
く
。

夜
、

三
更
に
至
り
寝
む
。

二
十
二
日
。

総
八
に
束
し
、

手
炉

一
座

を
借
る
。

署
し
て
以
て
す
。

源
二
驚
い
て

拝
伏
し
て
曰
く

「
君
は
こ
れ
亀
井
先
生
な

る
か
。

茅
屋
の
塵
舎
、

万
々
意
に
か
な
わ

ざ
る
べ
し
」
と
。

予
。
こ
れ
を
嚇
し
て
日

く

「
名
貼
を
取
り
去
れ
。

多
口
を
要
せ
ず
」

と
。

源
二
、

唯
々
た
り
。

夜
中
、

雨
ふ
る
。

二
十
三
日
。

黎
旦
、

雄
鹿
走
り
、

伎
々

と
し
て
南
北
に
渉
る
。

小
厩
吉
作
は
猫
夫

な
り
。

同
幕
、

そ
の
火
銃
を
取
り
来
ら
ざ

る
を
切
歯
す
。

奴
子
至
り
、

塾
頭
の
子
沢

及
び
吉
田
森
太
郎
、

太
田
貞
順
が
連
名
の

小
封
書
を
帯
し
来
る
。

驚
い
て
こ
れ
を
披

け
ば
、

曰
く

「先
生
降
り
る
べ
く
ん
ば
、

降
り
て
弟
子
を
見
よ
。

弟
子
踏
る
べ
く
ん

ば
、

踏
り
て
先
生
に
見
え
ん
。

禁
命
を
審

か
に
せ
ざ
る
の
故
に
、

謹
ん
で
山
腹
に
竣

ち
、

以
て
請
う
」
と
。

三
生
皆
踏
る
。

再

生
の
母
に
通
う
が
如
し
。

（
中
略
》
家
尊

室
氏

・
友
也
及
び
原
士
萌
の
書
を
致
す
。

こ
こ
に
於
て
家
尊
は
、

秋
府
に
遊
び
て

あ
り
。

三
生
を
し
て
牲
子
を
脱
が
し
む
。

敏
哉

。
子
沢
、

坐
に
青
眼
な
き
を
見
る
や

辞
し
て
曰
く

「
官
舎
な
り
、

敢
て
せ
ず
」

と
。

庇
下
に
据
ま
り
て
餐
す
。

軒
に
桶
な

け
れ
ば
、

雨
来
る
時
は
、

笠
を
以
て
遮
る
。

鳴
子
、

子
沢
は
賢
士
な
る
も
も
滴
水
を
し

陶
羅
嶺
　
第
二

二
十
日
、

陶
羅
嶺

（し
ょ
う
け
ご
え
）

昭
陽
は
前
日
の
塾
生
、

続
い
て
南
冥
以

下
家
族
の
別
宴
で
深
夜
に
及
ん
だ
が
、

独

り
未
明
に
起
き
自
ら
竃
に
火
を

つ
け
、
ま

た
出
発
の
旅
装
を
あ
ら
た
め
た
。

四
更
過

ぎ
家
族
が
起
き
始
め
る
。

黎
明
独
り
博
多

の
番
所
に
赴
き
、

今
回
の
番
勤
同
役
を
待

つ
。

手
配
の
馬
を
使

っ
て
出
発
し
、

二
又

瀬
の
茶
店
に
小
休
し
て
各
自
に
氏
名
を
名

乗
る
。

篠
栗
駅
に
至
り
書
食
。
こ
れ
よ
り

阪
路
、

好
山
美
松
多
し
。

木
戸
村
に
出
で

数
百
歩
し
左
の
川
を
昇
る
。
こ
こ
二
峰
の

岐
路
な
り
。

左
右
に
奇
岩
あ
り
、

或
は
立

ち
、
ま
た
臥
す
。

既
に
し
て
升
降
過
ぎ
大

野
村
に
至
る
。

甲
長
総
八
出
で
迎
ふ
。

婦
子
は
穀
を
場

に
曝
し
、

喬
拝
に
禾
を
架
し
、

連
加
し
て

穂
を
打

つ
。

粛
然
た
る
農
景
な
り
。

遂
に

陶
羅
嶺
に
踏
る
。

峰
果
を
問
え
ば
未
だ
来

陶
羅
嶺

（昔
は

穂
波
町
、

以
前

は
福
岡
市
郊
外

の
篠
栗
を
経
て

右
手
の
嘉
穂
町

に
越
え
る
峠
で

険
路
の
頂
上
で

あ

っ
た
が
、

い

ま
は
道
路
改
良

で
低
地
化
す
）

四
更
＝
朝
三
時

黎
明
＝
夜
が
白

む
頃

二
又
瀬
＝
博
多

道
の
岐
路

甲
長
＝
村
役
人

峰
具
＝
峰
台
を

杏
花
村
＝
酒
屋

の

こ
と

骸
癒
＝
馬
車
の

立日
隋

山

＝
狭

く
長

い
山

新
平
＝
藩
の
命

で
村
役
が
昭
陽

に
付
け
た
使
用

人魅
衣
＝
こ
う
じ

に
生
ず
る
淡
黄

色
の
細
菌
膜

同
幕
＝
同
役
の

者青
眼
＝
親
し
い

者賢
士
＝
萩
藩
儒

者
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て
嘉
衣
を
撲
た
し
む
に
至
る
心
、

言
う
べ

け
ん
や
、

貞
順
、

費
奴
を
距
な
り
と
謂
い

て
曰
く

「
い
ず
く
ん
ぞ
能
く
鶏
を
割
烹
し

て
、

先
生
に
撰
せ
や
」
と
。

猛
然
と
し
て

厨
に
就
き
敏
速
な
り
。

（中
略
）

大
杯
を
挙
げ
て
謝
し
て
曰
く

「山
中
、

酒
な
き
に
苦
し
む
。

思
わ
ざ
り
き
、
こ
の

敵
意
の
杯
を
含
ま
ん
と
は
」
と
。

深
飲
し

て
徹
す
。

三
生
す
な
わ
ち
還
る
。

夜
、

匡

坐
し
て
文
を
作
す
。

二
十
四
日
～
三
十
日

（記
事
省
略
）

十
月
朔
。

薄
霧
浮
々
と
し
て
、

風
神
な

お
怒
色
あ
り
。

発
せ
ん
と
し
て
発
せ
ず
。

つ
い
に
松
柏
の
下
に
舞
い
て
退
く
、

冬
日

の
陽
、

愛
す
べ
し

・
飲
ま
ず
し
て
降
る
。

既
に
日
傾
く
。

甲
長
正
助
智
道
す
。

笹
栗

駅
に
抵
り
、

青
木
定
遠
を
叩
ぬ
。

定
遠
日

く

「
司
駅
某
。

村
医
某
、
ま
さ
に
迎
え
て

以
て
塙
わ
ん
と
す
。

請
う
。

遂
宿
せ
よ
」
。

予
、

官
は
俗
物
と
い
う
を
以
て
、
こ
れ
を

謝
す
。

定
遠
、

忽
々
に
予
を
茶
店
に
延
く
。

少
婦
、

衣
を
指
く
。

予
が
忽
々
た
る
を
見

て
、

臥
朴
を
植
て
、

手
袖
を
脱
し
側
戸
を

排
す
。

す
な
わ
ち
入
る
。

（中
略
）
綿
屋
甚

次
郎
と
い
う
も
あ
り
、

集
落
の
雅
物
な
り
。

酒
肴
を
携
え
、

馳
せ
て
至
る
。

忽
々
と
し

て
斗
飲
し
て
別
る
。

夕
照
衣
冷
や
か
な
り

二
又
瀬
に
至
り
花‐ま
静
塔た
に
着
く
。

飾も
静
腋

に
投
ず
。

府
下
の
食
物
、

人
の
生
産
と
す

べ
き
も
の
。

東
に
博
多
概
杷
あ
り
、

西
に

菊
店
霞
頭
あ
り
。

予
も
ま
た
十
五
魂
を
求

め
て
懐
に
す
。

東
郭
門
を
入
れ
ば
、

桜
鼓
、

二
更
を
報
ず
。

還
れ
ば
、

子
沢
と
諸
弟
子
、

出
で
向
う
。

家
尊
未
だ
還
ら
ず
。

妻
と
友

也
と
は
、

衣
を
納
戸
に
縫
う
。

夜
に
入
り

雷
雨
す
。

天
　
山
　
第
三

十
月
の
望

（十
五
日
》
。

司
城
櫛
子
よ

り
、

天
山
峰
火
に
転
ず
る
命
あ
り
。

同
役

は
山
民
平
と
大
西
長
助
た
り
。

往
Ｘ
い
ず
れ

も
城
代
組
士
轟
鑑
定
を
相
役
憂
こ
十
六
日
は
朝

陽
侯
の
祥
月
命
日
で
あ

っ
た
が
、

現
在
の

役
職
で
は
拝
礼
に
参
会
す
る
を
得
ず
、

秋

月
藩
士
の
原
古
処
に
献
典
を
托
す
。

（以
下
五
日
分
を
略
す
）

二
十

一
日
、

雨
景
漏
洒
と
し
て
、

山
水

淡
墨
に
似
た
り
。

士
市
、

大
息

一
声
し
、

お
も
む
ろ
に
言
い
て
曰
く

「山
居
、

寂
真

を
遣
る
べ
き
者
は
、

酒
あ
る
の
み
か
」
と
。

余
、

初
め
答
え
ず
。

村
正
、

濁
膠
を
贈
る
。

雪
白
に
冽
美
な
り
。

共
に
酎
う
。

時
に
原

左
太
夫
、

平
嶋
玲
蔵
の
二
士
、

山
家
駅
よ

り
来
る
。

両
名
は
駅
官
の
子
弟
な
り
。

既

に
我
が
塾
生
た
り
。

小
吏
箕
形
芳
助
な
る

者
を
従
う
。

直
ち
に
持
参
の
包
物
に
て
料

理
を
為
す
。

た
だ
美
味
口
に
適
う
の
み
な

ら
ず
、

又
輝
淡
の
時
に
か
な
う
。

鶏
骨
、

鯨
腸
、

煎
豆
、

遠
菜
、

豊
か
な
る
を
三
主

三
客
曜
し
む
。

嘘
劇
し
て
人
定
に
迄
る
。

夜
半
す
な
わ
ち
臥
す
。

（次
の
難
漢
文

一
、

五
四
〇
字
を
略
）

二
十
三
日
。

暁
天
雲
な
し
。

（以
下
六
六
〇
字
略
）

二
十
四
日
。

峡
禽
の
声
楽
し
。

握
を
掲

ぐ
れ
ば
、

山
薄
に
風
な
く
、

原
田
に
霜
な

し
。

（以
下
、

文
略
。

但
し
人
物
名
の
み

掲
記
す
る
）
織
田
岐
山

・
西
山
拙
斉

・
庄

屋
善
次
郎

・
片
山
潤
蔵

・
上
回
玄
知

・
福

井
源
蔵

・
幸
蔵
。

合
一千
九
字
略
）

二
十
五
日
。

夙
に
起
き
て
水
に
排
顔
し
、

西
方
寺
に
詣
り
、

香
を
焼
く
。

詩
を
賦
し

て
曰
く
、

「朝
に
山
麓
の
寺
に
趣
き
、

菓

を
展
じ
て
空
王
を
拝
す
。

空
王
は
母
の
貴

ぶ
所
、

死
孝
津
梁
を
仰
ぐ
」
と
。

こ
の
日
、

長
州
藩
の
寄
託
生
で
長
州
藩

儒
の
片
山
子
沢
が
二
年
の
修
学
を
終
え
退

塾
、

帰
国
す
る
。

昭
陽
、

送
る
に
三
書
生

を
付
け
る
。

昭
陽
、

詩
に
曰
く

「山
に
レ

リ
水
に
臨
み
将
に
帰
ら
ん
と
す
る
を
送
る
。

賢
は
遠
く
来
り
て
別
れ
を
山
に
告
ぐ
。

僕

敢
え
て
離
愁
を
水
に
写
さ
ざ
ら
ん
や
」
と

相
語
り
て
行
く
。

畦
汐
あ
る
ご
と
に
子
沢

必
ず
辞
す
。

つ
い
に
送

っ
て
柴
田
川
に
至

り
、

子
沢
セ
訣
れ
て
回
く

「
君
を
送
る
こ

と
千
里
、

つ
い
に
須
ら
く

一
別
す
べ
し
。

強
飯
し
て
こ
れ
を
望
む
」
と
。

子
沢
の
国

く

「
二
年
を
出
で
ず
し
て
、

縣
文
祥
、
ま

さ
に
崎
陽
の
行
あ
ら
ん
と
す
。

小
生
、

必

ず
借
に
せ
ん
。

前
期
遠
か
ら
ず
」
と
。

余
、
こ
れ
を
謄
望
し
て
曰
く

「可
な
り
、

雅
物
＝
話
が
わ

か
る
人
物

二
更
＝
い
ま
の

十

一
時
頃

家
尊
＝
父
の
こ

と友
也
――
少
茉
の

こ

と
司
城
櫛
子
＝
昭

陽
が
所
属
す
る

城
代
組
の
組
頭

山
民
平
＝
昭
陽

の
妹
婿

・
号
は

士
柿

朝
陽
侯
＝
秋
月

藩
主
で
昭
陽
に

信
望
厚
か
っ
た

嘘
劇

＝
笑

い
さ

ざ

め

く

人
定
＝
午
後
八

時

排
顔
＝
洗
顔
す

る
こ
と

空
王
＝
仏
の
こ

と
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具
慶
の
人
よ
」
と
。

短
旬
し
て
こ
れ
を
哀

し
み
て
曰
く
、

「
君
に
高
堂

の
老
あ
り
。

行
け
よ
、

上
こ
れ
を
慎
し
め
、

故
人
勝
此

２
涙
、

歴
々
と
し
て
黄
泉
に
麗
ぐ
」
と
。

余
、

遊
道
広
か
ら
ず
と
難
も
、

原
士
萌
、

牧
大
野
、

邸
孟
中
、

広
瀬
淡
窓
、

県
文
祥
、

山
子
沢
、

国
子
高
、

頼
子
成
、

山
聯
玉
は

人
物
文
藻
、

相
諏
頑
し
て
名
を
身
後
に
成

工９
差
収
な
あり
。

（注
）
昭
隔
、

人
を
知
る
と
別
れ
を
切
な
く
し
、

そ
の
情
に
打
た
れ
る
も
の
が
あ
る
。

和
七
の
婿
善
七
は
、

泉
屋
善
右
衛
門
の

子
な
り
、

雙
々
と
し
て
来

っ
て
外
姑
の
病

を
看
る
。

余
、

二
十
年
前
に
武
蔵
温
泉
に

遊
び
、

泉
屋
に
湾
ま
る
こ
と
旬
余
、

時
に

善
七
は
六
、

七
歳
の
佳
児
な
り
。

よ
く
、

野
鷲
を
追
う
を
見
た
り
。

食
事
、

風
麗
々
然
と
し
て
作
り
、

林
第

泣
猟
す
る
。

午
読
す
で
に
倦
み
、

独
り
出

で
気
を
中
痕
に
吹
く
に
、

石
上
に
詩
を
題

す
る
を
見
る
。

喜
平
を
喚
び
で
こ
れ
を
問

え
ば
、

則
ち
武
弁
某
氏
な
り
、

士
柿
曰
く

「
こ
の
漸
々
足
る
者
は
、

こ
れ
巨
霊
得
意

の
巧
者
な
り
。

村
人
塞
ち
て
以
て
応
真
像

を
造
る
は
、

大
い
に
こ
れ
殺
風
景
な
り
。

た
ま
た
ま
小
詩
を
得
た
り
。

「
頑
宅

の
石

を
荘
厳
し
、

譲
り
に
福
田
を
求
め
ん
と
要

す
。

か
く
の
如
き
天
造
の
美
は
、
ま
た
彫

鋳
を
費
す
な
か
れ
」
と
、

余
、
こ
れ
に
和

し
て
曰
く
、

「山
帽
、

乱
石
を
吐
き
、

玉

の
藍
田
に
賛
す
る
に
似
た
り
。
こ
れ
天
仙

の
象
に
あ
ら
ず
ん
ば
、

用
意
に
鑑
る
を
要

せ
ず
」
と
。

士
お
、
こ
れ
を
咲
い
て
曰
く

ヨ

禁
又

一
禁
」
と
。

余
、

曰
く

「
こ
れ

を
自
然
に
帰
す
の
み
」
と
。

士
浦
と
古
今

詩
柵
を
展
玩
し
、

つ
い
に
漢
唐
人
文
の
変

を
談
ず
。

士
柿
回
く

「
牧
大
野
は
、

西
京

の
詩
の
人
に
似
た
り
。

余
殊
に
そ
の
風
鑑

に
服
す
」
と
。

喜
平
は
老
物
な
り
。

雛
離

を
盆
に
漏
り
て
曰
く

「
相
公
の
素
食
の
た

め
に
、

謹
ん
で
以
て
上
献
す
」
と
。

暮
食

至
る
又
、

腐
と
土
酪
を
油
炒
し
て
、
こ
れ

を
進
む
。

俗
に
い
わ
ゆ
る
雷
豆
腐
な
る
も

の
な
り
。

（注
）＝
峰
火
台
番
士
の
食
事
は
、

藩
命
で
地
元
の
庄
屋
に
よ
っ
て
同
々

ｉ
食
を
給
す
と
さ
れ
、
こ
れ
を
近
辺
の
農
家
に
担
当
さ
せ
た
。

飽
吃
し
て
臥
す
。

二
十
六
日
。

霜
威
哨
寒
に
し
て
、

四
末

駿
ら
ん
と
す
。

更
に

一
綿
を
加
う
。

原
生

猟
衣
し
、

二
犬
を
従
え
、

戸
を
叩
い
て
日

く

「石
頭
の
飲
、

今
日
醒
を
折
め
ん
と
約

す
。

伯
父
某
の
福
府
よ
り
来
る
に
会
す
。

食
言
を
謝
せ
ん
が
為
の
故
に
、

捷
運
を
取

り
て
犬
と
走
る
」
と
。

予
日
く

「
い
ず
く
よ

り
せ
る
」
と
。

原
生
顧
み
て
曰
く

「
か
の
樫

山
鬼
よ
り
す
」
と
。

予
曰
く

「然
ら
ば
則
ち

姑
く
か
の
金
曇
を
酌
ま
ば
、

い
か
ん
」
と
。

原
生
、

そ
の
雑
を
脱
し
て
坐
し
、

五
批
を

飛
ば
し
て
則
ち
曰
く
、

「
門
を
出
る
と
き
家

醸
を
こ
し
傾
く
。

酒
と
酒
、
こ
も
ご
も
胸

に
戦
い
、

す
で
に
足
れ
り
」
と
。
こ
れ
を

強
う
れ
ば
則
ち
曰
く

「家
に
尊
客
あ
れ
ば
、

ま
さ
に
唯
諾
を
慎
む
べ
し
。

敢
え
て
せ
ざ

る
な
り
」
と
。

予
、

そ
の
敏
な
る
を
嘉
す
。

安
武
大
成
、

濁
膠
三
経
。

割
鶏

嬬
疏
、

橙
子
、

柚
子
帯
び
来
る
。

大
成
は
雲
来
の

徒
に
し
て
玲
蔵
と
歯
相
若
く
人
の
大
情
、

歯
相
若
く
ば
、

則
ち
心
も
相
若
く
。

歯
相

及
ば
ざ
れ
ば
、

談
も
ま
た
真
な
ら
ず
口
を

開
い
て
大
振
す
る
と
難
も
、

そ
の
声
、

天

門
よ
り
来
ら
ず
。

古
人
言
う
あ
り
、

「
笑

は
人
身
の
和
気
祥
風
な
り
」
と
。

一
生
足
ら
ず
し
て
、

二
生
余
り
あ
り
。

困
題
の
間
、

履
声
の
太
だ
痛
し
き
を
聞
く
。

こ
れ
を
視
れ
ば
、

則
ち
単
々
た
る
平
生
な

り
。

汗
、

額
に
藤
り
て
曰
く

「慶
城
の
人
、

飲
を
献
ず
と
聞
く
。

小
生
は
敢
え
て
陪
を

失
せ
じ
」
と
。

予
、

喜
び
て
後
知
る
べ
し
。

慶
城
は
古
駅
に
し
て
、

太
宰
府
に
赴
く
の

官
道
な
り
。

酔
に
乗
じ
、

村
正
の
家
に
行
き
て
浴
す
。

落

日
、

山

に
登
り
、

想
れ

て
臥
す
。

相
報
頑
＝
人
と

優
劣
を
競
う
こ

と外
姑
＝
妻
の
親

地
猟
＝
枝
を
ゆ

す
り
く
じ
く
さ

ざ 彫
む 錆
こ
と 彫

り
き

油

炒

＝
豆

腐

と

お
か

ら
を

油

炒

め

し

た
も

の

飽
吃
＝
満
腹
す

る
こ
と

更
に

一
綿
を
加

う
＝
掛
布
団
を

一
枚
重
ね
る
こ

と猟
衣
し
＝
猟
に

出
る
厚
衣
を
着

用
す
る

か
の
樫
鬼
よ
り

す
＝
け
わ
し
い

岩
石
路
を
来
た

こ
と
を
い
う

家
醸
＝
自
製
の

酒

込 儒
ん 疏
だ ‖
野 よ
菜 く

煮

歯
相
若
く
――
同

年
の
意

履
声
＝
足
音
の

こ

と

（お
こ
と
わ
り
）

皆
様
に
読
み
づ
ら
い
文
章
を
長
々
と
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
も
昭
陽
先

生
の
漢
文
傑
作
と
さ
れ
る

『峰
山
日
記
』
三
巻
の
巻
上
の
三
分
の

一
で
す
。

昭
陽
先
生
の
古
文
辞
漢
文
は
、

当
時
か
ら
学
会
で
評
判
に
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
で
も
古
い
時
代
の
漢
文
体
で
書
き
上
げ
た
も
の
で
、

現
代
の
新
し
い

漢
和
辞
典
で
は
見
当
ら
な
い
用
字
も
多
く
、

博
物
館
の
岩
下
女
子
職
員
の

努
力
も
多
分
で
す
。

本
誌

「館
だ
よ
り
」
も
、

お
か
げ
さ
ま
で
三

一
号
に
及
び
ま
し
た
。

以

後
は
、

気
楽
に
面
白
く
お
読
み
い
た
だ
け
る
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
　

ど
う
か
、

皆
様
か
ら
の
ご
寄
稿
も
遠
慮
な
く
お
寄
せ
下
さ
い
。

お
願
い
申
し
ま
す
。
５
、
６
頁
の
安
陪
光
正
先
生
の
エ
ッ
セ
イ
寄
稿
も
続

け
ら
れ
、

何
よ
り
で
す
。
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の

徳

安

陪

光

正

た
ち
は
境
内
を
通
り
、

博
物
館

へ
の
道
を

登

っ
た
。

不
争
の
徳

今
日
の
講
義
は
、

老
子
第
六
十
八
章
が

主
で
あ

っ
た
。

小
川
環
樹
の
訓
み
下
し
文

に
よ
る
と
、

「善
く
士
鳥
る
者
は
武
な
ら
ず
。

善
く

戦
う
者
は
怒
ら
ず
。

善
く
敵
に
勝

つ
者
は

与
せ
ず
。

善
く
人
を
用
う
る
者
は
之
が
下

と
鳥
る
。

是
れ

を
不
争
の
徳
と

釈
し
て
い
る
。

真
の
勇
者
は
猛
々
し
く
な

い
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

藤
堂
明
保
編

『
漢
和
大
字
典
』
に
よ
れ
ば
、

武
は
、

文

十
止
の
会
意
文
字
で
、

文
を
持

っ
て
堂
々

と
前
進
す
る
さ
ま
、

な
い
も
の
を
求
め
て

が
む
し
ゃ
ら
に
進
む
意
を
含
む
と
い
う
。

「善
く
戦
う
者
は
怒
ら
ず
」

の
怒
に
つ

い
て
、

怒
は
、

い
か
る

ｏ
お
こ
る

ｏ
は
げ

む

。
は
げ
し
い
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、

解

字
で
は
、

奴

（力
を
こ
め
て
働
く
女
）
と

心
と
か
ら
な
り
。

強
く
心
を
緊
張
さ
せ
る

こ
と
を
い
う
。

白
川
　
静
著

『
字
統
』
に

よ
れ
ば
、

奴
に
努

・
弩
な
ど
、

は
げ
し
く

勢
を
加
え
て
こ
と
を
な
す
意
が
あ
り
、

怒

も
そ
の
よ
う
な
心
意
の
状
態
を
い
う
と
あ

る
。

先
生
は
、

高
亨
の

「
怒
は
健
な
り
」

を
引
用
さ
れ
て
、

ハ
イ
な
状
態
と
説
明
さ

れ
た
。

怒

っ
た
ハ
イ
な
状
態
に
あ
れ
ば
、

感
情
的
と
な

っ
て
心
の
平
安
が
失
わ
れ
る
。

だ
か
ら
善
く
戦
一う
者
一は
ハ
イ
な
状
い態
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
る
。

要
す
る
に

よ
く
戦
う
者
は
激
せ
ず
と
い
っ
た
処
で
あ

ろ
う
か
。

今
日
わ
が
国
で
は
武
器
を
持

っ

て
戦
う
こ
と
は
な
い
が
、

会
議
で
の
争
論

は
日
常
的
で
あ
る
。

そ
の
際

ハ
イ
な
状
態

に
な

っ
て
、

平
常
心
を
失

っ
て
は
い
け
な

い
。

激
し
て
は
い
け
な
い
と
置
き
変
え
て

も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

怒
る
の
は
、

相
手

と
対
等
な
立
場
に
立

っ
て
、

感
情
を
む
き

出
し
に
し
た
状
態
で
あ
る
か
ら
、

判
断
を

誤
り
や
す
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

そ
の

場
に
お
い
て
、

言
う
は
易
く
行
う
は
難
い

こ
と
で
は
あ
る
が
。

「善
く
敵
に
勝

つ
者
は
与
せ
ず
」

の
与

銀
容
黄
葉

暖
か
な
朝
日
を
あ
び
て
渡
船
場
に
立

つ

と
、

長
く

つ
き
出
た
突
堤
に
海
鵜
が
四
羽

並
ん
で
い
た
。

三
羽
は
じ

っ
と
動
か
な
い

が
、　

一
羽
は
し
き
り
に
羽
づ
き
ろ
い
を
し

て
時
に
サ
ッ
と
羽
を
広
げ
た
り
も
す
る
。

す
ぐ
下
の
波
間
に
も
数
羽
の
海
鵜
が
浮
き

沈
み
し
、

中
の

一
羽
が
突
然
羽
ば
た
い
て
、

海
面
す
れ
す
れ
に
飛
ぶ
。

飛
び
あ
が
る
か

と
眺
め
て
い
た
が
、

そ
の
ま
ま
低
く
飛
び

つ
づ
け
、
よ
う
や
く
海
面
を
は
な
れ
、

ゆ
っ

く
り
上
昇
し
て
能
古
の
青
空
へ
あ
が
っ
た
。

海
を
隔
て
た
能
古
の
中
腹
に
、

秋
の
日

を
集
め
て
博
物
館
が
白
く
輝
い
て
い
た
。

そ
の
左
下
の
黒
い
森
に
永
福
寺
が
あ
る
の

だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
見
え
な
い
。

森
の
左

の
大
銀
杏
が
薄
黄
に
染
ん
で
、
ま
だ
黄
葉

は
散

っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

島
に
着
い
て

仰
ぐ
と
上
三
分
の
二
は
裸
枝
と
な
り
、

下

枝
に
黄
葉
を

つ
け
る
だ
け
だ

っ
た
。

大
樹

は
高
い
石
段
の
上
に
あ
り
、

降

っ
た
黄
葉

を
踏
ん
で
登

っ
た
。

蒼
空
に
答
え
る
大
銀
杏
は
、

小
春
日
を

浴
び
、

風
も
な
い
の
に
ハ
ラ
ハ
ラ
と
落
葉

を
降
ら
し
て
い
た
。

樹
下
の
つ
つ
じ
に
積

み
、

境
内
に
散
り
敷
い
た
い
ち
め
ん
の
銀

杏
黄
葉
が
ま
ぶ
し
か

っ
た
。

黄
葉
明
り
に
、

私
た
ち
は
頬
を
染
め
て
倖
ん
だ
。

荒
々
し

い
大
樹
の
幹
に
は
青
蔦
が
這
い
、

根
元
に

生
え
る
の
き
し

の
ぶ
に
も
数
片

の
黄
葉
を
と
ど

め
て
い
た
。

太

幹
に
掌
を
置
け

ば
暖
か
で
、

丁

度
ふ
た
抱
え
の

太
さ
で
あ
る
。

五
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
ま
で
枝
が

な
く
、

そ
の
上

か
ら
四
方
に
太

枝
を
広
げ
、

上

方
の
冬
枝
は
こ

ぞ

っ
て
蒼
空
を

指
し
て
い
た
。

三
百
年
の
風
雪

に
耐
え
た
こ
の
大
樹
は
、

能
古
の
歴
史
を

見
守

っ
て
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
よ
く
見

た
が
垂
乳
根
は
な
く
、

下
枝
の
葉
陰
に
、

は
や
茶
褐
色
の
冬
芽
を

つ
け
て
い
た
。

私
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を
、

小
川
は
、

党
与
す
な
わ
ち
同
盟
者
に

な
る
意
と
相
手
に
す
る

（敵
と
す
る
）
の

意
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
に
解
す

る
と
い
う
。

先
生
は
、

高
亨
の

「与
は
あ

た
か
も
円
な
り
、

昔
は
対
円
を
い
い
て
与

と
な
す
」
か
ら
、

与
を
円
と
解
さ
れ
、

た

た
か
わ
ず
と
説
明
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
円

は
、

二
人
の
人
が
手
に
武
器
を
持
ち
、

た

ち
向
か

っ
て
戦
う
姿
を
描
い
た
象
形
文
字

「仲
」
で
、

今
の
間
の
原
子
と
い
う
。

古

来

「戦
わ
ず
し
て
敵
に
勝

つ
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、

「
善
く
敵
に
勝

つ
者
は
戦

わ
ず
し
て
勝

つ
」
と
も
と
れ
そ
う
で
あ
る
。

「善
く
人
を
用
ふ
る
者
は
之
が
下
と
な

る
」
の
下
を
、

小
川
は
へ
り
く
だ
る
と
釈

し
て
い
る
。
こ
れ
は
以
前
に
説
明
を
受
け

た

「上
善
如
水
」
同
様
に
、

水
の
如
き
恭

謙
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
態
度
を

「
不
争
の
徳
」
と

い
う
。

文
字
の
起
原

文
字
の
成
立
は
、

今
か
ら
約
二
五
〇
〇

年
前
の
甲
骨
文
字
に
始
ま
る
。

亀
甲
や
獣

骨
に
刻
ま
れ
た
中
国
毀
代
の
文
字
で
、

事

物
の
形
に
か
た
ど

っ
た
象
形
文
字
で
あ
る
。

先
生
は
白
川
博
士
の

『
字
統
』
『
字
通
』

を
紹
介
さ
れ
、

老
荘
に
よ
く
用
い
ら
れ
る

文
字
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
。

「
道
」
は
首
と
乏
か
ら
な
る
。

こ
れ
は

首
を
携
え
て
お
祓
い
を
し
な
が
ら
道
を
行

く
意
で
、

お
そ
ら
く
異
民
族
の
首
を
携
え

て
、

外
に
通
ず
る
道
を
進
む
こ
と
、

除
道

（除
は
お
祓
い
を
す
る
こ
と
）
を
し
な
が

ら
進
み
導
く
こ
と
が
道
の
初
義
で
あ
ろ
う

と
い
う
。

行
は
十
字
路

の
形
、

一
丁
．余

か

ら
の
象
形
文
字
で
内
外
に
通
ず
る
大
道
を

さ
し
、

外
界
に
通
ず
る
道
は
外
族
や
邪
悪

な
る
霊
に
接
触
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

除
道
の
た
め
の
儀
礼
は
厳
重
だ

っ
た
ら
し

い
。

私
は
講
義
を
聞
き
な
が
ら
、

沖
縄
の

四
辻
や
Ｔ
字
路

に
立

つ
魔
除
け
の
石
神

石
敢
当
を
思

っ
た
。

そ
れ
は
福
岡
で
も
よ

く
見
か
け
る
猿
田
彦
大
神
や
庚
申
神
な
ど

と
同
様
に
、

外
部
か
ら
村
や
町

へ
侵
入
す

る
疫
霊
悪
鬼
の
類
を
防
ぐ
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

道

・
除
道

。
悪
霊

・
石
敢
当
や
庚

申
神
な
ど
を
並
べ
て
み
る
と
、

道
の
初
義

と
関
連
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
た
。

か
か

る
道
が
、

老
子
の

「
道
」
の
よ
う
な
抽
象

的
意
味
を
持

つ
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

「
賢
」
は
取
が
初
文

で
、

取
は
臣
す
な

わ
ち
目
の
眼
晴
を
又

（右
手
）
を
加
え
て

傷

つ
け
る
も
の
で
、

神
に
捧
げ
ら
れ
た
徒

隷
を
い
う
。

大
き
な
目
の
形
の
臣

（と
、

じ
、
陸
）
と
そ
の
眼
晴
を
破
る
形

（氏
）

の
取
と
は
、

表
意
文
字
と
し
て
は

一
係
を

な
す
と
い
う
。

ま
た
貝
を
財
貨
と
解
す
れ

ば
多
財
と
な
る
と
も
い
う
。

「
聖
」

は
、

耳
と
壬
と
口
と
か
ら
な
る
。

耳
と
壬
と
は

耳
を
強
調
し
た
人
の
形
、
回
は
∪
で
祝
祷

を
収
め
る
器
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
神
の
声

を
聞
く
形
を
示
し
、

巫
史
の
徒
で
、

身
分

の
低
い
者
を
さ
し
た
。

聖
賢
は
も
と
、

神

に
仕
え
て
祭
事
や
神
事
を

つ
か
さ
ど
る
神

人
で
あ

っ
た
。

孔
子
は
巫
史
の
出
身
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

「
真
」
の
旧
字
は
長

で
、

こ
と
県
か
ら

な
る
。

と
は
死
者
、

県
は
首
の
倒
形
、

あ

わ
せ
て
顛
死
の
人
を
い
う
。

買
と
は
死
煮

そ
れ
は
も
は
や
化
す
る
こ
と
の
な
い
も
の

で
あ
る
か
ら
、

永ヽ
遠
に
し
て
真
実
な
る
も

の
の
意
と
な
る
。

『
荘
子
、

大
宗
師
』

に

「真
人
あ
り
て
、

而
る
後

に
真
知
あ
り
」

の
如
く
、

永
遠

・
真
実

。
絶
対
な
ど
、

最

高
の
価
値
あ
る
も
の
と
な

っ
た
。

具
体
的

な
真
が
、

抽
象
的
意
味
に
高
め
ら
れ
た
例

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
主
に
白
川
博
士
の
著
書
を

引
用
さ
れ
な
が
ら
、

老
荘
に
よ
く
見
る

「道
」
「
賢
」
「聖
」
「真
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ

っ
た
。
こ
れ
を
聞
き
な
が
ら
、

文

字
の
成
立
や
変
遷
に
想
い
を
走
せ
た
。

文
字
は
生
き
て
い
る

文
字
が
な
か

っ
た
時
代
、

人
は
語
部
に

よ

っ
て
物
事
を
伝
え
る
よ
り
外
は
な
か

っ

た
。

中
国
で
は
約
二
五
〇
〇
年
前
に
甲
骨

文
字
が
作
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
山

（遡
）

と
か
川

（紺
）
の
よ
う
に
、

物
の
形
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
表
形
文
字
が
基
本
で
あ

っ

た
。
こ
の
造
字
法
に
は
、

象
形

・
指
示

・

会
意
な
ど
の
法
が
あ
る
。

私
た
ち
は
小
学

生
の
頃
か
ら
文
字
を
学
び
、

高
学
年
に
な

る
と
漢
字
も
多
種
多
彩
と
な
り
、

文
字
を

使

っ
て
風
物
を
叙
し
、

心
情
を
述
べ
る
こ

と
を
教
え
ら
れ
た
。

同
時
に
ま
た
人
の
書

い
た
詩
文
を
読
み
、

行
間
に
秘
め
ら
れ
た

人
の
志
や
情
を
付
度
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
。

当
時
私
は
、

文
字
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
学
ぶ
事
も
な
く
、

漢
字

と
そ
の
意
味
を
丸
覚
え
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。今

講
義
を
受
け
な
が
ら
、

漢
字
の
起
原

に
つ
い
て
学
び
、

改
め
て
漢
字
を
作

っ
た

偉
大
な
る
先
人
に
想
い
を
走
せ
る
。

彼
ら

は
次
々
に
漢
字
を
作
り
、

竹
簡
や
木
簡
に

書
い
て
考
え
を
後
世
に
伝
え
た
。

今
我
々

が
学
ぶ

『
老
子
』
や

『
荘
子
』
も
そ
の
中

の

一
つ
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
余
に
わ
た

り
写
し
伝
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
古
典
に
は
、

誤
記
も
あ
ろ
う
し
、

漢
字
の
意
味
も
今
と

は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

講
義
を
受
け
な
が

ら
、

学
者
に
よ
っ
て
異
な
る
解
釈
を
聞
く

こ
と
も
面
白
く
、

感
銘
を
受
け
る
句
文
に

接
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

忘
れ
難
い

旬
文
が
こ
れ
ら
古
典
の
中
に
ち
り
ば
め
ら

れ
、

時
空
を
越
え
て
我
々
の
心
を
打

つ
。

そ
の
新
鮮
さ
は
、

我
々
の
血
潮
を
呼
び
醒

ま
さ
せ
る
何
も
の
か
を
持

っ
て
い
る
。

文

字
は
や
は
り
生
き
て
い
る
。

そ
ん
な
想
い

で
、

私
は
講
義
を
拝
聴
す
る
。



井
学
二
」
ぼ
れ
ば
な

お
正
月
で
す
の
で
亀
井
学
か
ら

抜
い
て
余
談
を
い
た
し
ま
す
。
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南
冥
父

「
聴
因
」
の
修
業
と
信
望

聴
因
の
生
れ
は
筑
前
国
恰
土
郡
三
雲

村

（
い
ま
前
原
市
）
代
々
、

中
農
程
度
の

三
男
。

百
姓
で
す
か
ら
、

姓
は
あ
り
ま
せ

ん
。先

祖
は
旧
原
田
氏
の
家
臣
で
三
嶋
伊
豫

守
で
あ

っ
た
と
し
ま
す
が
、

原
田
氏
は
豊

臣
秀
吉
の
九
州
征
伐
に
攻
略
さ
れ
全
領
地

没
収
。秀

吉
は
戦
国
戦
乱
に
乗
じ
て
土
地
を
侵
奪
し

た
の
を
一
切
認
め
ず
追
放
し
ま
す
。

そ
の
家
来
の
多
く
は
地
元
で
帰
農
し
本

来
の
姿
Ｌ
戻
り
ま
す
が
、

な
お
多
く
が
先

祖
を
△
△
守
で
あ

っ
た
な
ど
誇
称
し
て
い

ま
し
た
。

原
田
氏
そ
の
も
の
が
朝
廷
か
ら

位
階
や
受
領
範
方
官
の
呼
称
、

位
記
を
受
け
る
と
）

を
得
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
家
臣
に
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
男
の
聴
因
は
十
六
才
で
福
岡
藩
で
も

名
門
で
知
ら
れ
る
藩
医
筆
頭
の
鷹
取
養
巴

に
下
男
奉
公
し
、

そ
の
実
直
さ
と
才
能
を

愛
さ
れ
て
薬
籠

往
診
に
使
わ
れ
る
医
薬
を
納
め
た

提
げ
轡

持
ち
と
な

っ
て
主
人
の
往
診

に
従

い
、

時
に
は
許
さ
れ
て
診
察
の
背
後
に
付

く
な
ど
、
こ
れ
で
診
療
、

投
薬
の
委
細
を

見
聞
し
て
い
た
の
で
す
。

聴
因
は
、
こ
う
し
て
鷹
取
氏
の
古
方
医

術
と
、

先
生
の
教
養
で
あ
る
古
学
派

（佃

傑
学
）
を
学
ん
だ
こ
と
が
、

本
人
の
将
来

す
べ
て
に
開
明
を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

九
年
後
聴
因
は
開
業
を
許
さ
れ
ま
す
。

甘
五
歳
、

家
兄
か
ら
多
少
の
資
産
を
与

え
ら
れ
姪
浜
に
移
り
ま
す
。

姪
浜
は
唐
津
と
福
岡
の
往
還
路
。

黒
田

藩
領
で
は
城
下
の
福
岡
、

博
多
に
次
ぎ
、

南
の
甘
木
と
並
ぶ
西
部
の
小
都
市
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、

湾
海
に
の
ぞ
ん
で
姪
浜
に

活
気
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

聴
因
は
、

思
案
三
年

「姪
浜
、

網
屋
陸

に
持
家
を
得
て
医
療
開
業
。

す
ぐ
に
、

藩
医
鷹
取
家
修
業
が
評
判
に

な

っ
て
診
療
繁
盛
、
ま
た
本
人
の
佃
練
学

の
実
学
性
も
近
郊
の
話
題
中
心
に
な

っ
て

信
望
を
高
め
た
。

こ
れ
に
聴
囚
の
開
明
性
と
好
学
は
、

街

道
通
過
の
学
僧
、

文
人
に
知
ら
れ
て
、

訪

間
と
宿
泊
が
多
く
、

中
に
は
長
く
滞
在
し

て
聴
因
を
中
心
と
す
る
集
ま
り
に
講
説
の

求
め
に
も
応
じ
て
く
れ
、
こ
れ
ら
が
聴
因

の
人
柄
を
さ
ら
に
大
き
く
し
た
。

こ
の
中
で
、

徊
傑
か
ら
畏
友
と
立
て
ら

れ
た
肥
前
蓮
池
の
学
僧

「大
潮
」
の
存
在

を
知
り
、

聴
因
は
再
三
訪
ね
て
己
も
教
導

を
受
け
、

大
潮
に
長
男
南
冥
十
四
歳
の
入

門
を
託
す
に
至

っ
た
。

南
冥
は
、

大
潮
学
塾
に
居
る
こ
と
四
年
、

こ
の
間
に
大
潮
の
名
声
を
慕

っ
て
訪
ね
る

多
く
の
文
人
墨
客
に
よ

っ
て
、

南
冥
が
啓

発
さ
れ
る
こ
と
も
多
か

っ
た
。
と
く
に
、

当
時
す
で
に
卓
越
し
た
医
療
で
信
望
を
篤

く
し
て
い
た
永
冨
独
噺
庵
を
知
る
幸
運
に

恵
ま
れ
た
。

独
噺
庵
は
、

長
州
藩
儒
で
祖
傑
の
最
高

弟
と
さ
れ
た
山
県
周
南
門
下
で
、

医
術
は

古
医
方
派
の
名
手
と
さ
れ
た
京
都
の
山
脇

東
洋
に
学
ん
で
お
り
、

す
で
に
独
噺
庵
こ

そ
医
聖
な
り
、
と
呼
ぶ
声
も
あ

っ
た
。

し
か
し
、

独
噺
庵
は
な
お
自
分
は
医
生

に
過
ぎ
ず
と
し
て
研
学
、

医
療
の
実
際
を

親
試

（患
者
を
手
に
取

っ
て
診
察
す
る
こ

と
）
実
効
に
求
め
て
や
む
と
こ
ろ
な
く
、

諸
国
を
歩
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、

南
冥
は
医
術
修
業
を
志
し
て

大
潮
門
を
去
る
が
、

そ
の
前
に
弟
の
頼
母

十
二
歳
を
伴
い
大
潮
に
就
か
せ
た
。

師
大
潮
は
す
で
に
八
十
歳
を
越
え
る
高

齢
で
あ

っ
た
が
、

な
お
明
和
五
年
、

九
十

一
歳
の
長
寿
を
保

っ
て
没
す
る
ま
で
、

よ

く
書
を
講
じ
た
と
さ
れ
、

晩
年
は
蓮
池
藩

か
ら
藩
士
の
勉
学
に
尽
く
し
た
功
績
で
扶

持
を
給
さ
れ
た
。

な
お
、

大
潮
に
つ
い
て

は
昭
和
四
十
九
年
三
月
、

佐
賀
の
川
頭
芳

雄
氏
が
詳
伝
の
労
作
を
さ
れ
、

佐
賀
県
郷

土
史
物
語
第

一
輯
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お

る
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

南
冥
の
医
術
修
行

宝
暦
十
二
年
、

南
冥
二
十
歳
と
な
り
専

ら
医
術
を
習
得
の
た
め
京
都
に
上
る
。

父
聴
因
の
要
望
で
あ
る
古
医
方
の
大
家

で
あ
る
吉
益
東
洞
に
就
い
た
が
、
ま
も
な

く
自
分
の
判
断
で
こ
れ
を
去

っ
た
。

東
洞
入
門
は
父
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ

っ

た
が
、
こ
れ
を
去

っ
た
原
因
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
。

た
だ
東
洞
七
十
歳
、

早
く
か
ら

名
医
の
評
を
得
て
お
り
常
に
公
卿
、

大
名

と
富
裕
な
商
人
か
ら
診
療
を
乞
わ
れ
、

迎

え
の
乗
物
を
待
た
す
な
ど
老
大
家
と
し
て

お
さ
ま

っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
地
方

か
ら
の
医
生
入
門
な
ど
顔
を
合
わ
せ
る
暇

も
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
ほ
か
に
も
事

例
が
あ
り
、
こ
う
し
た
東
洞
の
尊
大
を
南

冥
が
嫌

っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

南
冥
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

永

冨
独
噺
庵
の
大
坂
開
業
を
知
り
、

師
事
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

南
冥
は
大
潮
門
に
修

行
中
に
直
接
、

独
噺
庵
に
め
ぐ
り
会
う
機

会
が
あ
り
、

師
大
潮
か
ら
も
そ
の
人
と
な

り
を
聴
か
さ
れ
て
い
た
。

独
噺
庵
は
、

ま
だ
教
え
る
に
至
ら
な
い

と
最
初
は
南
冥
の
要
望
を
こ
と
わ

っ
た
。

結
局
、

本
人
の
熱
意
を
容
れ
た
の
で
あ
る

が
、

永
冨
独
噺
庵
が
南
冥
に
及
ぼ
し
た
影

響
は
き
わ
め
て
大
き
く
、

南
冥
は
良
き
師

に
め
ぐ
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

独
噺
庵
に
つ
い
て
は
、

次
の
機
会
に
詳
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述
す
る
と
し
て
、

い
ま

一
つ
南
冥
に
幸
い

が
あ
る
。

そ
れ
は
、

永
冨
門
下
で
小
石
元

俊
を
終
生
の
得
が
た
い
友
と
し
、

真
に
良

き
師
良
き
友
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

永
冨
門
に
お
け
る
南
冥
の
勉
強
は
、

す

さ
ま
じ
い
も
の
で
、

そ
の
実
態
も
よ
く
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、

学
友
の
元
俊
が

「南

冥
は
、

猛
虎
の
よ
う
な
も
の
で
全
く
な
り

ふ
り
か
ま
わ
ず
、

京
都
の
儒
者
な
ど
と
比

べ
よ
う
も
な
い
」
と
語

っ
た
こ
と
を
、

後

に
広
瀬
淡
窓
が
聞
き
書
き
し
て
い
る
。

こ
の
話
の
引
合
い
に
さ
れ
た
京
都
の
儒

者
と
い
う
の
は
柔
弱
で
う
わ
べ
だ
け
と
い

う
意
味
で
は
な
い
。

む
し
ろ
江
戸
の
学
者

や
医
師
に
は
諸
侯
の
扶
持
を
受
け
る
な
ど

し
て
武
士
身
分
に
な
る
と
尊
大
に
な
り
、

実
力
が
と
も
な
わ
な
い
も
の
が
多
い
の
に

比
べ
て
、

京
で
は
専
ら
学
力
や
技
芸
の
習

練
に
よ

っ
て
知
名
を
高
め
る
こ
と
、
こ
れ

に
よ
っ
て
門
戸
を
張
る
と
い
う
学
問
の
伝

統
、

社
会
風
潮
が
強
か

っ
た
の
で
あ
る
。

亀
井
家

・
福
岡
城
下
に
移
る

南
冥
は
二
十

一
歳
で
帰
国
す
る
と
、

父

聴
因
と
共
に
福
岡
城
下
の
唐
人
町
に
移
り
、

約
六
百
坪
の
屋
敷
地
に
、

ま
ず
父
子
の
医

療
を
開
始
し
た
。

以
来
、

父
子
の
熱
心
と
合

理
主
義
の
医
術
は
、

市
中
の
人
気
を
得
た
。

当
時
の
医
学
原
書
は
、

す
べ
て
漢
書
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
医
術
の
勉
強
に
漢
学

と
儒
教
の
教
養
が
備
わ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。

南
冥
は
、

先
師
の
大
潮
、

医
術
の
師

独
噺
庵
か
ら

一
貫
し
て
古
文
辞
学
を
学
ん

で
い
る
。

こ
の
古
文
辞
学
は
、

荻
生
佃
練
が
と
く

に
そ
の
学
説
を
展
開
し
た
の
で
征
傑
学
、

門
下
生
を
征
練
学
派
と
さ
れ
た
。

そ
の
主
張
は
、

儒
教
の
原
典
を
正
し
く

読
ん
で
そ
の
真
理
を
解
す
る
に
は
、

漢
唐

の
古
義
、

古
文
辞
に
回
帰
す
べ
き
と
す
る
。

当
世
の
朱
子
学

（中
国
後
代
の
宋
時
代

に
興

っ
た
宋
朱
子
学
と
も
い
う
）
は
、

古

義
原
点
を
離
れ
過
ぎ
て
原
書
の
訓
解
に
誤

り
が
多
い
。
こ
の
た
め
真
意
を
失
い
学
問

本
来
の
経
世
実
用
を
失
う
結
果
に
な

っ
て

い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
学
説
を
推
し
進
め
る
と
、

徳

川
幕
府
が
創
設
以
来
の
政
治
の
仕
組
み
と

拠
り
ど
こ
ろ
に
し
た
朱
子
学
を
真
向
う
か

ら
排
除
、

攻
撃
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

に
主
張
を
強
め
る
と
、

例
え
正
論
で
あ

っ

て
も
、

天
下
の
御
政
道
に
対
す
る
批
判
に

な
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

朝
鮮
信
使
と
の
筆
談

宝
暦
十
三
年
、

朝
鮮
信
使
が
来
朝
し
た
。

福
岡
藩
に
は
、

信
使
の
乗
船
を
領
内
の

藍
島
に
停
泊
さ
せ
、　

戸
何
を
歓
待
す
る
慣

例
と
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

南
冥
は
自
分
の
勉
強
の
た
め
に
、

上
陸

仮
泊
す
る
信
使
の
接
待
に
当
る
福
岡
藩
士

に
乞
う
て
そ
の
従
者
と
な
り
、

韓
使

一
行

の
中
に
筆
談
と
試
間
す
る
機
会
を
得
た
。

南
冥
の
目
的
は
、

い
ま

一
つ
一
行
中
の

医
官
に
つ
い
て
少
し
で
も
医
術
、

漢
方
に

つ
い
て
の
知
識
を
得
た
い
と
し
た
。

滞
在
三
日
間
、

南
冥
の
筆
談
が
す
ぐ
れ

て
い
る
こ
と
が
す
ぐ
信
使
中
の
評
判
と
な

り
、

互
い
に
詩
文
の
交
歓
を
す
る
ま
で
に

な

っ
て
時
間
が
足
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
と
き
の
筆
談
記
録
は

「決
々
余
型
屋

と
し
て
、

南
冥
著
述
の
第

一
作
で
あ
る
が
、

こ
の
中
に
は
医
官

「
李
佐
国
」
と
の
医
論

問
答
が
あ
る
。

ま
た
彼
我
の
文
学
論
に
及

ん
で
師
永
冨
独
噺
庵
の
英
明
ぶ
り
を
語

っ

ち′」。こ
れ
に
韓
使
中
の
製
述
官

「南
秋
月
」

か
ら
大
坂
で
永
冨
師
に
会
見
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
、
と
頼
ま
れ
た
。
こ
う
し

て
南
冥
が

一
行
に
公
式
に
接
見
す
る
こ
と

は
、

南
冥
が
福
岡
藩
士
の
資
格
を
欠
く
た

め
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
南
冥
の
行
動
は
、

藩
当
局
に

強
い
非
難
が
出
た
が
、

南
冥
の
学
力
、
と

く
に
詩
文
に
つ
い
て
信
使
中
に
賞
賛
の
評

判
を
得
た
こ
と
も
あ

っ
て
軽
い
叱
責
で
済

ん
だ
。

ま
た
、

南
冥
の
唐
人
町
居
宅
に
、
こ
う

し
た
評
判
は
、

期
せ
ず
し
て
医
術
と
儒
学

の
教
授
を
乞
う
も
の
が
多
く
な

っ
た
。
も

と
も
と
当
時
の
医
と
儒
は

一
体
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
医
業
を
営
む
か
た
わ

ら
亀
井
塾
は
出
発
し
た
。

南
冥
は
己
れ
の
医
と
学
を
試
す
た
め
に

肥
後
、

薩
摩
な
ど
に
遊
学
を
試
み
、
と
く

に
長
崎
に
は
再
三
行
き
原
書
を
読
む
た
め

唐
音

（中
国
語
）
の
習
得
に
努
め
た
。

九
州
に
南
冥
あ
り
、
と
す
る
声
は
次
第

に
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
よ

う
な
学
風
は
、

征
練
の
死
去
と
、

そ
の
有

力
な
門
弟
で
あ

っ
た
太
宰
春
台
、

服
部
南

部
、

山
県
周
南
な
ど
相
次
い
で
没
し
た
こ

と
も
あ

っ
て
、

征
傑
学
派
は
次
第
に
勢
い

を
失

っ
て
い
た
時
で
あ
り
、

俄
然
、

南
冥

を
し
て
学
派
再
興
の
気
運
と
さ
れ
た
。

と
く
に
、

南
冥
が
人
材
を
愛
し
教
育
に

長
じ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
門
下
に
多
数
有
名

の
人
士
を
輩
出
し
た
と
す
る
教
育
者
と
し

て
の
特
長
は
、

広
瀬
淡
窓
が
儒
林
評
に
書

い
た
通
り
で
あ
る
。

再
び
父
聴
因
に
及
ぶ
が
、

聴
因
が
南
冥

に
財
を
惜
し
む
こ
と
な
く
注
い
だ
こ
と
も

美
事
に
実

っ
た
。

そ
の

一
例
に
、

南
冥
の

長
崎
遊
学
中
、　

一
夜
に
三
十
両
を
散
財
す

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
支
払
い
に

す
ぐ
聴
因
が
応
じ
て
、

南
冥
に

一
言
の
説

明
を
求
め
な
か

っ
た
と
い
う
。

以
後
、

南
冥
は
同
様
の
く
り
か
え
し
を

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

た
だ
、

唐
船
の
入

港
に
よ
る
書
籍
の
購
入
に
多
額
の
資
金
を

求
め
、

ま
た
高
価
な
薬
剤
に
つ
い
て
も
惜

し
む
こ
と
な
く
買
い
求
め
た
が
、
こ
れ
ら
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は
父
子
共
々
の
医
業
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
南
冥
の
評
判
は
高
ま
り
、

諸

藩
か
ら
仕
官
の
誘
い
が
あ

っ
た
が
、

南
冥

は
修
業
の
進
ん
だ
弟
子
を
推
薦
し
て
自
身

は
動
か
な
か

っ
た
。

福
岡
藩
は
四
代
綱
政
以
来
、

藩
政
す
べ

て
に
先
規
先
例
に
よ
る
と
し
て
藩
士
の
新

規
召
抱
え
な
ど
閉
鎖
的
に
な
り
、

す
で
に

六
代
継
高
に
及
ん
で
、
な
お
藩
の
現
状
墨

守
は
固
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、

当

時
の
藩
政
は
藩
主
支
配
か
ら
家
老
協
議
制

に
移
さ
れ
、

な
お
旧
習
前
例
の
踏
襲
を
出

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
藩
財
政
の

窮
状
も
最
大
の
事
由
で
あ

っ
た
。

し
か
し
時
世
は
急
変
す
る
。

黒
田
家
の
代
替
り

六
代
継
高
に
嗣
子
な
く
、
よ
う
や
く
七

十
歳
を
超
え
て
藩
祖
長
政
か
ら
の
血
統
を

断
念
す
る
ま
で
に
至

っ
た
。

幕
法
は

「
嗣

子
無
き
は
断
絶
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
た

め
大
名
家
の
改
易

（藩
の
解
消
を
い
う
）

の
実
例
は
多
い
。

つ
い
に
藩
主
継
高
は
、

幕
府
老
中
に
申
出
て
他
家
養
子
の
斡
旋
を

願
い
出
た
。
こ
れ
に
時
を
お
か
ず
徳
川
治

之
の
養
子
内
命
が
あ

っ
た
。

こ
れ
に
継
高
は
も
と
よ
り
藩
士

一
統
に

期
待
さ
せ
た
の
は
、

次
代
の
藩
主
と
な
る

治
之
の
健
康
と
人
柄
で
あ
る
。

江
戸
詰
の

藩
士
か
ら
の
情
報
も
あ
り
、

治
之
の
得
意

は
馬
術
で
あ
る
。

起
床
す
ぐ
に
馬
攻
め

（乗
馬
の
修
練
を

す
る
こ
と
）
、

朝
食
後
か
ら
征
練
学
の
習

得
、

午
後
は
再
び
乗
馬
、
と
く
に
遠
乗
り
。

こ
の
た
め
福
岡
藩
養
子
が
内
定
し
て
将
軍

に
挨
拶
に
出
る
と
、

餞
別
に
三
際
吉
光
の

脇
差
し
を
、

将
軍
が
す
ぐ
己
れ
の
着
用
を

手
渡
し
、

な
お
治
之
の
馬
好
き
を
知

っ
て

お
り
、

領
国
道
中
に
は
将
軍
乗
馬
と
鞍
を

三
葉
葵
金
紋
付
き
の
ま
ま
拝
領
し
た
こ
と

な
ど
、

早
く
も
福
岡
家
臣
団
の
知
る
と
こ

ろ
に
な

っ
て
い
た
。

福
岡
藩
の
江
戸
上
屋

敷
は
弐
万
弐
千
坪
で
馬
場
も
あ
る
。

治
之

の
養
子
が
決
ま
る
と
す
ぐ
、

黒
国
家
上
屋

敷
に
迎
え
ら
れ
て
毎
朝
、

治
之
の
馬
稽
古

が
は
じ
ま

っ
た
と
い
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、

治
之
は
十
三
歳
の
少
年
で
あ
る
。

一
年
お
い
た
明
和
三
年
七
月
、

十
五
歳

の
元
服
加
冠
之
儀
式
を
行

っ
て
、

江
戸
本

丸
に
登
城
。

将
軍
家
治
に
拝
謁
、

従
四
位

下
式
部
大
輔
に
任
官
。
こ
の
時
、

将
軍
か

ら
備
前
国
利
光
の
銘
刀
を
引
出
物
と
し
て

拝
領
。
こ
れ
で
筑
前
黒
田
藩
は
全
国
五
指

に
入
る
大
藩
、
こ
れ
に
徳
川
家
か
ら
藩
主

養
子
が
出
る
こ
と
は
前
例
が
な
く
、
こ
の

た
め
幕
閣
と
し
て
も
、
と
く
に
配
慮
を
加

え
た
▼し
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

将
軍
家
に
は
尾
張
は
じ
め
御
三
家
と
、

一
ツ
橋
家
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
御
三
家

・
御

三
卿
と
い
う
将
軍
直
の
大
名
家
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
次
ぐ
親
藩
は
、

治
之
の
福
岡
藩
。

い
う
な
れ
ば
徳
川
家
幕
閣
が
信
頼
で
き
る

大
名
家
の
創
設
と
な
る
。
こ
れ
は
西
国
遠

地
の
外
様
列
藩
に
徳
川
体
制
の
伸
張
が
西

国
遠
地
の
外
様
列
藩
に
徳
川
体
制
が
大
き

く
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、

本
題
に
も
ど
る
。

老
藩
主
黒
田
継
高
は
、

黒
国
家
の
家
名

存
続
を
絶
対
と
し
、
こ
の
た
め
徳
川
家

一

門
か
ら
の
養
子
は
最
善
と
し
た
。
こ
れ
で

黒
国
家
の
家
名
安
泰
が
固
く
期
さ
れ
、
と

か
く
外
様
大
名
に
強
く
潜
在
す
る
不
安
が

解
消
、

幕
府
は
治
之
藩
主
の
黒
国
家
を
徳

川
氏
の
準

一
門
と
し
て
通
し
、

保
障
さ
れ

る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

継
高
は
、

我
が
代
で
筑
前
福
岡
藩
、

即

黒
国
家
の
永
代
保
障
を
得
た
と
確
信
し
た
。

江
戸
屋
敷
の
正
夫
人
か
ら

「
早
く
固
め

を
お
急
ぎ
あ
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
、

己
れ
ら
夫
婦
に
嫡
男
を
得
ず
、
こ
の
内
心

自
負
が
あ

っ
て
の
即
断
と
し
た
。

こ
の
後
は
、

治
之
に
福
岡
藩
認
識
と
藩

主
就
任
に
確
信
を
持

つ
機
会
と
時
期
の
到

来
を
助
長
し
て
や
り
た
い
と
、
こ
れ
で
老

藩
主
に
自
信
が
生
じ
た
。

元
服
が
済
ん
で
、

治
之
の
江
戸
上
り
、

す
ぐ
将
軍
謁
見
を
上
首
尾
に
済
ま
す
と
、

大
名
家
の
後
嗣
は
、

当
代
の
大
名
正
夫
人

と
同
様
に
、

江
戸
上
屋
敷
定
住
が
幕
府
の

定
め
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、

参
勤
交
代
で

大
名
自
身
は

一
年
お
き
に
領
国
と
江
戸
を

往
来
さ
せ
る
参
勤
交
替
の
定
め
と
共
に
、

正
夫
人
と
後
嗣
者
の
江
戸
居
住
は
、

幕
府

の
人
質
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

す
で
に
戦
国
の
余
風
な
く
、

大
名
反
乱

な
ど
全
く
考
え
ら
れ
な
い
太
平
の
世
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
幕
府
初
期
か
ら
ぃ
が
ぽ
、

い
さ
さ
か
の
緩
み
な
く
守
ら
れ
て
い
る
。

治
之
と
て
例
外
は
な
い
。

た
だ
、

江
戸

屋
敷
定
住
で
あ
る
が
、

後
嗣
と
し
て
領
国

認
識
の
た
め
、

養
父
継
高
の
参
勤
を
は
ず

し
て
幕
府
老
中
の
許
可
を
得
て
毎
年
数
カ

月
の
福
岡
帰
国
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
中

で
治
之
は
、

福
岡
城
内
に
己
れ
と
付
属
家

臣
団
の
別
棟
区
画
が
あ
る
。
こ
れ
に
元
服

後
の
二
年
目
、

す
で
に
側
室
に

一
子
を
得

て
、
こ
れ
を
己
れ
の
屋
敷
内
に
小
世
界
を

造

っ
て
い
る
こ
と
を
、

継
高
は
知

っ
た
。

治
之
付
の
家
老
に
委
細
を
聞
く
と
、

す
で

に
養
子
入
り
直
後
の
領
国
帰
り
に
、

付
女

中
を
手
が
け
た
も
の
と
わ
か

っ
た
。

当
時

す
ぐ
に
家
老
の
耳
に
入
り
、

内
偵
を
し
た

と
こ
ろ
、

幸
い
に
素
姓
の
良
い
家
臣
の
娘

で
も
あ
り
、

内
密
に
側
室
身
分
を
認
め
て

出
産
。

女
子
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
後
も
両

人
交
際
が

つ
づ
き
、

治
之
公
屋
敷
内
に
適

当
な
御
居
間
を
設
け
て
お
り
ま
す
、
と
。

こ
れ
に
継
高
も

「
よ
く
扱

っ
て
く
れ
た
。

今
後
共
に
頼
む
」
と
承
認
。

そ
の
方
の
計

ら
い
含
み
お
く
ぞ
、
と
お
言
葉
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
、
と
聞
か
さ
れ
た
。



維
新
勤
工
事
蹟

明
治
三
十
九
年
　
荘
山
敏
功

（談
）

表
題
は
、

当
館
賛
助
会
員

・
荘
山
雅
敏

氏
の
御
祖
父
が
郷
上
の
公
会
堂
等
に
求
め

ら
れ
幕
末
の
史
実
を
講
演
、
さ
ら
に

「忘

れ
か
た
み
」
の
副
題
で
美
濃
紙
廿

一
枚
に

筆
書
さ
れ
、

そ
の
六
カ
月
後

・
御
死
去
と

い
う
文
字
通
り
の
遺
稿
で
あ
る
。

内
容
は
、

久
留
米

藩
に
お
け
る
真
木
和

泉
守
を
中
心
に
筆
者

も
か
か
わ
る
勤
王
活

動
。
こ
の
間
自
身
も

捕
縛
と
投
獄
数
回
を

受
難
。

七
郷
亡
命
で

又
受
難
。

最
後
は
三

条
実
美
卿
の
太
宰
府

か
ら
京
都
帰
還
。
こ
れ
で
御
本
人
の
牢
舎

五
年
も
解
放
さ
れ
る
。

ま
さ
に
王
政
復
古
、

実
現
で
あ
る
。

以
下
本
文
に
入
る
。

私
に
真
木
泉
州
先
生

（買
木
和
泉
守
の

こ
と
）
の
水
田
に
お
け
る
事
蹟
を
話
せ
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

わ
た
し
も
年
を

取

っ
て
居
り
、

且

つ
泉
州
先
生
が
水
田

（筑
後
国
八
女
郡

。
現
筑
後
市
）

に
居
住

せ
ら
れ
た
の
は
、　

王
日
前
の
こ
と
で
す
で

に
記
憶
が
乏
し
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、

能 古 博 物 館 だ よ り

筆者の晩年像

平成9年 1月 31日 は0

こ
れ
に
話
も
下
手
で
あ
り
ま
す
と
、

再
三

御
断
り
申
し
ま
し
た
が
、

是
非
に
と
の
こ

と
で
も
あ
り
本
日
こ
の
席
に
出
ま
し
た
。

昔
の
こ
と
は
今
日
か
ら
言
え
ば
実
に
夢

の
よ
う
で
、

い
さ
さ
か
纏
ま
り
が

つ
か
ぬ

事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
お
断
わ

り
申
し
て
お
き
ま
す
。

さ
て
、

真
木
泉
州
先
生
が
、

よ
く
書
生

を
引
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
、

現
に
私
自
身

が
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た

一
人
で
あ
り
、

先
生
が
如
何
に
し
て
書

生

（若
い
者
を
い
う
）

を
引
き
立
て
ら
れ
た
か

に
つ
い
て
、
ま
ず
お
話

を
申
し
ま
す
。

当
時
、

久
留
米
藩
主

の
有
馬
義
源
公
は
英
明

で
、
は
や
く
よ
り
水
戸

藩
藩
政
の
良
さ
を
認
識

さ
れ
て
、

水
戸
の
政
治
に
習

っ
て
我
藩
の

政
治
改
革
を
お
考
え
に
な

っ
た
。

よ
っ
て
、

真
木
和
泉
、

木
村
三
郎
な
ど

を
水
戸
藩
に
派
遣
さ
れ
て
、

調
査
さ
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
は
、

右
の
人

達
が
帰
藩
す
る
に
及
ん
で
、

愈
々
藩
政
改

革
に
着
手
す
る
と
な

っ
て
反
対
派
の
反
動

が
盛
ん
に
動
き
始
め
、

真
木
泉
州

・
水
野

丹
後
ら
改
革
連
累
者
十
人
を
幽
囚
、

そ
の

家
族
親
類
に
監
視
と
責
任
を
申
付
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
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原
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水
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上
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上

回
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蘇
水

（福
岡
）
⑥

奥
村
　
宏
直

（福
岡
）
⑥

・
荒
木
　
靖
邦

（福
岡
）
⑥

沖
　
　
双
葉

（福
岡
）
⑥

・
安
陪
　
光
正

（福
岡
）
⑤

梅
田
　
光
治

（福
岡
）
⑤

・
広
瀬
　
　
中
い
（福
岡
）
④

大
里
　
由三
男

（福
岡
）
④

・
七
熊
　
澄
子

（福
岡
）
④

亀
井
准
輔
（福
岡
）
ぞ
）③

・
滝
　
栄
二
郎

（福
岡
）
③

熊
谷
　
雅
子

（福
岡
）
②

・
冨
安
　
　
渡

（福
岡
）
②

上
回
　
　
満

（福
岡
）
①

・
小
田
　

一
郎

（福
岡
）
Ｏ
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即
ち
、

員
木
泉
州
に
つ
い
て
は
、

実
弟

の
大
鳥
居
理
兵
衛
の
責
任
と
さ
れ
、

そ
の

幽
囚
は
実
に
十
二
年
の
長
き
に
及
ん
だ
。

こ
の
時
、

私
は
十

一
・
二
歳
で
あ
り
、

泉
州
先
生
が
、
ど
う
し
て
水
田
に
来
ら
れ

た
か
な
ど
委
細
わ
か
ら
ず
、

た
だ
水
田
に

大
人
物
が
お
い
で
に
な

っ
た
と
い
う
噂
を

聞
く
程
度
で
し
た
。

話
が
前
後
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
私
共
か

ら
大
鳥
居
理
兵
衛
先
生
に
就
い
て
学
問
を

教
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
話
を
述
べ
て
お

き
ま
す
。

水
田
天
満
宮
は
、

千
二
百
五
十
石
の
社

領
を
も
ち
、
こ
の
内
、

千
石
は
徳
川
家
か

ら
の
墨
付
き

（奉
書
書
き
の
御
判
物
と
い

，３
、
こ
れ
に
二
十
石
が
藩
主
有
馬
家
、

五
十
石
は
柳
川
の
立
花
家
か
ら
受
け
て
い

た
。

大
鳥
居
理
兵
衛
家

（宮
司
職
）
は
、

こ
の
内
か
ら
二
百
石
を
受
け
、

そ
の
他
五

坊
と
い
う
東
光
院

（角
大
鳥
居
）
、

光
運

院

（
江
崎
）
、

松
林
院

（南
）
、

永
福
院

（宮
原
）
、

智
光
院
、
目
代
奉
行
二
人
、

社

人
四
人
等
受
け
て
い
た
。

大
鳥
居
理
兵
衛
は
二
百
石
を
受
け
、

実

に
過
分
と
思
い
、
自
分
は
高
禄
を
受
け
な

が
ら
何
等
成
す
こ
と
な
く
て
は
天
満
宮
に

相
済
ま
ぬ
訳
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
で
子

供
教
育
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

理
兵
衛

先
生
の
教
育
は
、

八
歳
以
上
十
二
歳
以
下

で
あ

っ
た
。

始
め
は
孝
経
で
、

私
も
八
歳

の
時
に
孝
経
を
讀
ん
だ
。

理
兵
衛
先
生
が

書
物
を
教
え
ら
れ
る
時
は
、

初
は
五
字
か

十
字
づ

つ
、
よ
く
記
憶
す
る
も
の
に
は
、

一
行
づ

つ
教
え
ら
れ
た
。

そ
の
教
授
法
は

実
に
親
切
を
極
め
て
お
ら
れ
た
。
こ
れ
で

水
田
に
お
け
る
学
問
が
開
始
さ
れ
た
よ
う

で
、
こ
う
し
て
数
年
の
教
育
を
受
け
た
が
、

年
々
書
物
を
よ
く
読
め
る
よ
う
に
な
る
。

次
に
四
書
五
経
に
進
む
が
、
こ
う
し
た

先
生
の
影
響
を
受
け
、

人
心
も
自
ら
善
良

と
な
り
、

後
に
学
問
す
る
者
も
多
く
な
り
、

理
兵
衛
先
生

一
人
で
は
手
が
行
き
届
か
な

く
な
る
。
こ
の
た
め
、

先
輩
が
順
次
に
下

級
生
を
教
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し

て
、

年
長
が
年
下
に
、
ま
ず
素
讀
を
教
え

る
習
慣
が
生
ま
れ
た
。

次
に
歴
史
な
ど
の

独
学
も
で
き
る
様
に
な
り
、

不
審
が
生
じ

れ
ば
理
兵
衛
先
生
に
尋
ね
る
よ
う
に
な

っ

た
。

次
に
、

む

つ
か
し
い
質
問
は
、

理
兵

衛
先
生
は
員
木
泉
州
先
生
の
許
に
行
か
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
理
兵
衛
先
生
の
泉
州
先

生

へ
の
心
づ
か
い
で
あ
る
こ
と
が
、
自
分

た
ち
に
も
わ
か

っ
た
。

泉
州
先
生
も
、
よ

く
親
切
に
教
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
て

泉
州
先
生
は
、

文
字
の
意
義
な
ど
、

ま
た

如
何
な
る
心
得
で
、
こ
の
く
だ
り
を
讀
ん

だ
か
な
ど
反
問
さ
れ
、

そ
の
解
し
方
に
つ

い
て
も
尋
常

一
般
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

泉
州
先
生
が
親
切
に
教

え
ら
れ
る
こ
と
で
弟
子
の
学
問
上
達
が
早

石
橋
　
観

一

（福
岡
）
①

・
南
　
誠
次
郎

（春
日
）
⑤

木
原
　
敬
吉

（飯
塚
）
⑤

・
具
嶋
　
菊
乃

（甘
木
）
⑤

坂
田
　
貞
治

（甘
木
）
②

・
大
久
保
津
智
夫

（嘉
穂
）
⑤

庄
野
　
直
彦

（直
方
）
④

・
原
田
　
國
雄

（宗
像
）
②

森
光
英
子

（久
留
米
）
③

・
西
喜
代
松

（北
九
州
市
）
⑤

永
井
　
功

（北
九
州
）
③

・
花
田
加
代
子

（遠
賀
）
③

本
村
　
康
雄

（三
池
）
②

。
中
山
　
重
夫

（唐
津
）
③

緒
方
　
益
男

（佐
賀
）
⑥

・
七
熊
太
郎

（佐
世
保
）
⑥

七
熊
　
正

（佐
世
保
）
④

・
浦
上
　
　
健

（長
崎
）
②

山
本
　
　
稔

（広
島
）
①

・
田
中
　
貞
輝

（愛
壊
）
①

小
堀
　
定
泰

（滋
賀
）
③

・
伊
藤
　
　
茂

（神
戸
）
③

西
村
　
俊
隆

（東
京
）
⑥

・
白
水
　
義
晴

（東
京
）
⑥

早
船
　
洋
美

（東
京
）
①

・
翠
川
　
文
子

（埼
玉
）
③

石
野
智
恵
子
（東
京
）
こ
③

・
多
々
羅
節
子

（千
葉
）
⑥

江
崎
　
正
直

（東
京
）
②

・
熊
谷
　
一暑
二
（静
岡
）
①

会
員
ご
氏
名
に
Ｏ
は
、
会
費
ご
継
続
七
年
目
を
い
た

だ
い
た
し
る
し
で
す
。

（　
）
は
多
年
分
の
ま
と
め
お

払
い
込
み
、

０
は
増
日
数
ご
負
担
を
示
し
ま
す
。

【
法
人
協
賛
会
員
お
よ
び
特

別
協
力
法
人
】

九

　
州

　
電
　
力

　
佃

・
大

野
　
　
茂

（福
岡
）

欄
　
　
新
　
　
出
　
　
光

・
出

光
　
　
由豆

（福
岡
）

出

光

題
（
産

福

岡

支

店

・
山

本

繁

弘

（福
岡
）

隅

福

岡

中

央

銀

行

・
山
本
敬

一
郎

（福
岡
）

雄
嫉

南

川

権
彬

病

院

・
南

川

勝

一二

（福
岡
）

日
本
製
粉
伸

福

岡

工
場

。
白

尾

嘉

弘

（福
岡
）

福

岡

県

警
【
備

業

協

会

・
村

上

五
　
一

（福
岡
）

流

　

通
　

土
（
　
済

　
佛

・
花

田

積

夫

（福
岡
）

タ

イ

エ（
社

印

刷

爛

・
安

部

博

満

（福
岡
）

僻
　
笠
　
　
　
　
　
　
組

・
笠
　
　
中
心
夫

（福
岡
）

博
多
ち
く
わ

・
伸
魚

嘉

。
松

尾

嘉

勤

（福
岡
）

権

藤

税

理

事

務

所

・
権

藤

成

文

（福
岡
）

協

　
通
　

配
　
送

　

側

・
平

野

孝

司

（福
岡
）

大
　
牟
　
田
　
運
　
送
　
備

・
山

田
　
　
毅

（福
岡
）

佛

〓
一
島

設

計

事

務

所

・
三

島

庄

一

（福
岡
）

日
　

西
　
物

　
流

　
爛

・
原
　
　
重

則

（福
岡
）

西
　
日
　
本
　
急
　
送
　
爛

・
原
　
　
重

則

（福
岡
）

愛

宕

建

設

工

業

爛

・
野

村

六

郎

（福
岡
）

東

洋

特

殊

機

工

側

・
西

尾

敏

明

（福
岡
）

西
尾
ト

ラ

ッ
ク

運

送

硼

・
西

尾

秀

明

（福
岡
）

働
愛
光
ビ

ル

サ
ー
ビ

ス
・
野

田

和

薩

（福
岡
）

働

ク

リ

ー

ン

開

発

・
野

田

和

薩

（福
岡
）

延
　

寿
　
産
　
業

　

働

・
池

田

邦

夫

（福
岡
）

九
州
三
菱
ふ
そ
う
自
販
側

・
宮

崎

慶

一

（福
岡
）

働
　
安
　
河
　
内

商

店

・
安
河
内
紀
男

（福
岡
）

木

原

税

理

事

務

所

・
木

原

敬

士
口
（飯
塚
）

※
新
規
の
御
加
入

（先
号
以
後
、

平
成
九
年

一

月
二
十

一
日
現
在
）
は
、

右
の
地
区
ご
と
に

記
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
御
芳

名
を
御
確
認
下
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

友
の
会
　
　
　
年
間
３
千
円

（館
の
活
動
、

館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

幹

海

裾

残

協
賛
会

（個
人
）
年
間
１
万
円

〃
　

（法
人
）
年
間
３
万
円

一鋼雛嫌が穀酬瓢集、施設整備等の資一

納
入
方
法
＝
郵
便
振
替

ｏ
ｌ
７
３
０
１
９
１
６
０
９
７
０

財
団
法
人
　
能

古

博

物

館

右
の
会
費
受
領
は
、

そ
の
都
度
本
誌
に
掲
載
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

『
間

秀

亀

井

少

乗

伝

』
臨
が
健
耐

で
仙
産
の
次
に
多
い
の
が
同
時
代
の
亀
井
少
乗
。

し
か
も
少
乗
に
は
艶
麗
な
漢
詩
の
恋
歌
ま
で
あ
る
。

こ
れ
が
同
女
の
作
か
否
か
。
こ
れ
に
始
ま
る
探
究

の
書
で
あ
る
。

Ｂ
５
版

・
表
紙
布
装
美
本

限
定
　
一
一、
○
○
○
部

図
録
全
カ
ラ
１
５０
頁

，
本
文
９４
頁

直
売
頒
価

一
一、
五
〇
〇
円

（送
料
　
〓
天
○
円
）

『
江

河

万

里

流

る

』

助
敗
融
誨
雖
牧

大
学
教
授
は
じ
め
、

中
国
哲
学
専
攻
又
は
愛
好
同

士
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
孔
子
学
の
歴
史
と
精
神
が

集
約
さ
れ
た
寄
稿
三
十

一
名
の
論
文
集
大
成
と
し

て
貴
重
な
文
献
。
ま
た
、

平
易
に
親
し
め
る
儒
学

精
通
書
。

Ｂ
５
版

・
本
文
３２８
頁

限
定
　
一
一、
○
○
○
部

直
売
頒
価

一
一、
五
〇
〇
円

（送
料
　
〓
天
○
円
）
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く
な
る
よ
う
に
感
じ
た
。

ま
た
、

理
兵
衛
先
生
は
仲
々
に
親
切
で
、

学
問
上
達
の
た
め
に
書
物
を
買
う
資
金
に

困
る
貧
家
子
弟
に
は
、

書
物
を
自
ら
買

っ

て
与
え
ら
れ
、

又
、

金
銭
を
与
え
て
書
物

を
買
わ
し
て
居
ら
れ
た
。

欺
く
の
如
く
、

泉
州
、

理
兵
衛
両
先
生

と
も
子
弟
に
対
し
其
の
他
の
人
々
に
も
親

切
を

つ
く
さ
れ
た
の
で
、

郷
上
の
者
は
両

先
生
の
為
に
は

一
命
を
捨
て
る
も
決
し
て

惜
し
く
な
い
と
思
う
様
に
な

っ
た
。

丁
度
そ
の
時
節
か
ら
世
間
は
漸
く
騒
が

し
く
な
り
水
戸
浪
士
十
七
人
が
、

老
中
の

伊
井
掃
部
頭
を
斬
る
な
ど
世
の
中
は
騒
が

し
く
な

っ
て
来
た
。

泉
州
先
生
は
、

そ
の

時
か
ら
今
は
幽
囚
の
身
で
終
ゆ
べ
き
時
に

あ
ら
ず
と
思
わ
れ
た
様
で
、

朝
廷
に
建
白

書
を
捧
呈
せ
ん
と
さ
れ
た
。

時
期
は
明
確

に
記
憶
が
な
い
が
、

お
そ
ら
く
文
久
年
間

と
思
い
ま
す
。

其
、

建
白
紙
は
実
は
長
文

で
紙
数
も
多
く
あ

っ
た
。

其
の
清
書
に
は
、

私
も
手
伝
い
申
し
ま
し
た
。

此
の
建
白
書

は
、

淵
上
郁
太
郎
が
東
上
し
て
朝
廷
に
奉
っ

た
。

其
後
、

又
太
宰
府
の
小
野
隆
助
も
建

白
書
の
事
に
就
い
て
東
上
。

泉
州
先
生
が
朝
廷
に
建
白
書
を
奉
る
と

四
方
の
有
志
が
水
田
に
来
る
こ
と
が
多
く

な
り
、

最
初
は
筑
前
の
平
野
次
郎
で
あ

っ

た
。

平
野
次
郎
は
、

三
条
公
、

大
原
公
な

ど
公
卿
の
家
に
出
入
り
し
て
お
り
建
白
書

の
事
を
早
く
知

っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
野
次
郎
は
、

身
丈
も
高
か
ら
ず
小
男

で
、

真
の
容
姿
も
人
目
を
引
く
よ
う
な
気

高
い
様
も
見
え
ず
、

此
人
が
平
野
次
郎
で

あ
る
か
と
思
わ
れ
る
位
の
人
で
あ

っ
た
。

泉
州
先
生
も
初
め
の
間
は
、

此
の
人
を
疑
っ

て
如
何
な
る
人
物
か
と
思
わ
れ
た
。

狭
小る

に
次
郎
が
泉
州
先
生
に
歌
を
呈
し
、

且

つ

一
度
面
会
し
て
時
勢
を
談
じ
て
か
ら
は
泉

州
先
生
も
疑
い
を
解
き
、

天
下
の
大
勢
に

つ
き
種
々
話
を
聞
か
れ
た
。
こ
れ
で
泉
州

先
生
も
時
勢
の
切
迫
を
知
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、

以
後
は
泉
州
先
生
と
平
野
次
郎
と

の
間
は
緊
密
に
国
事
を
語
ら
れ
、
こ
れ
が

泉
州
先
生
の
勤
王
挺
身
の
手
引
き
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
後
、

平
野
次
郎
を
薩
藩
に
至
ら
し

め
、

薩
州
の
情
勢
を
聞
き
及
ば
れ
て
泉
州

先
生
は
京
都
も
愈
々
と
判
断
さ
れ
、

上
京

の
決
心
と
な

っ
た
。
し
か
し
、

泉
州
先
生

一
人
上
京
も
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ

っ
て
水

田
と
久
留
米
の
同
志
七
、

八
人
を
連
れ
る

こ
と
に
決
ま

っ
た
。

そ
れ
か
ら
泉
州
先
生

の
学
問
指
導
も

一
層
激
烈
と
な
り
、

水
戸

の
会
沢
恒
蔵

（
号
は
正
志
斉
）

の
著
書

『新
論
』
に
就
き
盛
ん
に
講
義
せ
ら
れ
、

朝
廷
の
為
に
勤
王
す
べ
し
と
論
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。

丁
度
、

そ
の
時
分
に
先
帝
の
妹
和
宮
様

が
徳
川
家
に
降
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

天
下
は
種
々
の
議
論
が
や
か
ま
し
く
、

或

は
之
を
可
と
し
或
は
不
可
と
し
て
議
論
が

激
し
く
、

泉
州
先
生
も
大
い
に
憤
慨
さ
れ

和
宮
様
は
皇
族
の
身
分
、

徳
川
は
臣
下
な

り
。

皇
族
の
身
を
以
て
臣
下
に
嫁
さ
る
は

之
れ
君
臣
の
名
分
は
相
立
た
ぬ
と
言
わ
れ

大
い
に
怒
ら
れ
、

此
言
は
私
共
も
親
し
く

聞
か
さ
れ
て
い
る
。

水
戸
浪
士
の
伊
井
掃
部
頭
を
斬

っ
て
か

ら
世
は
益
々
危
急
の
形
勢
と
な
り
、

平
野

次
郎
の
薩
州
に
至
り
時
は
、

大
久
保
市
蔵
、

小
松
帯
刀
を
訪
い
、
こ
れ
に
よ

っ
て
其
後

に
大
久
保
市
蔵
が
羽
犬
塚
に
来
る
と
知
ら

れ
る
と
、

従
来
の
泉
州
先
生
は
幽
囚
先
の

大
鳥
居
家
の
外
に
出
ら
れ
る
こ
と
な
か

っ

た
が
、

夜
分
に
及
ん
で
大
鳥
居
家
を
出
ら

れ
羽
犬
塚
駅
で
大
久
保
と
面
会
さ
れ
た
。

此
の
面
会
に
従

っ
た
者
は
淵
上
郁
太
郎

一

人
、

面
会
所
は
吉
武
嘉
平

（後
に
義
信
と

改
む
）
宅
で
あ

っ
た
。

こ
の
大
久
保
市
蔵
と
面
会
さ
れ
、

益
々

天
下
の
危
急
を
切
実
に
さ
れ
、

泉
州
先
生

は
幽
囚
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、

早
く
上
京

せ
ん
と
思
わ
れ
た
。

又
、

平
野
次
郎
は
所
々
に
奔
走
し
て
幕

吏
の
目
を
晦
ま
す
た
め
、

或
は
匿
れ
或
は

現
わ
れ
、

泉
州
先
生
と
他
の
有
志
と
の
間

に
往
来
し
て
い
た
私
も
平
野
次
郎
と
は
時
々

出
合
う
こ
と
が
あ

っ
て
話
を
し
、

又
聞
い

た
の
で
あ
る
。

其
内
に
薩
藩
主
の
島
津
久
光
公
が
愈
々

上
京
せ
ら
る
と
、

泉
州
先
生
よ
り
聞
き
、

こ
れ
は
大
久
保
市
蔵
よ
り
泉
州
先
生
に
伝

え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

す
で
に
世
の
中
は
大
騒
ぎ
で
あ
る
し
、

大
久
保
の
話
で
久
光
公
の
上
京
も
聞
い
て

か
ら
は
、

空
し
く
月
日
を
費
や
し
て
は
居

ら
れ
ぬ
心
持
と
な

っ
て
自
ら
奮
発
心
が
起

こ
り
、
自
分
も
泉
州
先
生
に
従
う
決
心
が

つ
き
泉
州
先
生
の
勧
め
を
ま
た
ず
し
て
気

持
ち
が
定
ま

っ
た
。

す
で
に
薩
州
の
橋
回

壮
介
、

柴
山
愛
次
郎
、

肥
後
か
ら
は
轟
武

兵
衛
、

山
田
十
郎
、
ま
た
出
羽
庄
内
の
清

河
八
郎
、

豊
後
の
小
河
弥
右
衛
門
な
ど
皆

命
を
捨
て
勤
王
援
夷
の
実
を
挙
げ
る
と
言

う
。

其
時
、

私
は
二
十

一
歳
で
あ

っ
た
。
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